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令和８年度日本小児外科学会社員総会議事録 

 

日 時：令和８年６月１０日（火）１５：００～１７：３０ 

場 所：名古屋コンベンションホール第１会場（３Fメインホール） 

出席者：開会時、出席者数  １６７名 

委任状出席者数  ８７名  計２５４名 

 

定刻通り家入里志理事長が開会宣言を行なった。定款第２６条に定められた成立定足

数１３６名（評議員２７１名の過半数）を充たしており、本社員総会の成立が確認さ

れた。 

議長の選出：定款第２４条により、家入里志理事長が議長に選出された。 

議事録署名人の選出：議長により、小川絵里（藤田医科大学小児外科）、渡辺栄一郎（北

里大学小児外科）両評議員が選出され、承認された。 

次に議長より、追加議事案件の文書提出の締切時刻を１５時１５分との説明があった。 

続いて、田中奈々庶務委員長より、令和７年度物故会員４名（藤原利男先生、黒田達

夫先生、Dale G. Johnson先生、E. Durham Smith先生）の報告があり、全員で黙祷を

ささげた。 

 

議  事 

１．名誉会員、特別会員推戴に関する件 

 家入理事長より、定款第５条に基づき、本年は米田光宏先生を名誉会員に、矢内俊裕先

生を特別会員に、Agostino Pierro先生を海外名誉会員に推戴したい旨の発言があり、続い

て、推戴理由として各候補者の略歴および本学会への功績についての説明があり、承認さ

れた。 

 

２．２０２５（令和７）年度庶務報告に関する件 

 田中庶務委員長より、会員動向について以下の報告があり、承認された。 

正会員１，８２９名（新入会:５３名、退会:４９名、資格喪失:４２名)、準会員１８名（新

入会：１名、退会：２名、資格喪失:１名)、名誉会員６０名、（国内:５２名、海外:８名)、

特別会員６４名（国内:６３名、海外:１名) 

 

３．２０２５（令和７）年度事業報告承認の件 

家入理事長より以下の報告があり、承認された。 

（１）研究発表会等の開催及び機関誌等の刊行による小児外科学に関する学術研究事業 

（２）ホームページ及び市民公開講座の開催等による小児外科学に関する広報事業 

（３）小児外科学の資格認定に関わる事業 

（４）小児外科学に関する教育制度及び医療制度の調査研究事業 

（５）内外の関係学術団体との連絡及び提携事業 
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（６）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

また、各種委員会担当理事より、以下のように報告があり承認された。 

（１）機関誌委員会 

田中担当理事より以下の報告があった。 

１）機関誌委員会開催状況 

２）機関誌投稿論文の状況 

３）機関誌論文の査読辞退状況 

４）第 61巻優秀論文候補の選定 

５）J-STAGEにおける論文へのアクセス・ダウンロード状況 

６）機関誌に関する主な変更事項 

７）機関誌に関する今後の検討事項 

（２）国際・広報委員会 

家入担当理事より以下の報告があった。 

１）令和７年度委員会活動報告 

２）国際委員会・広報委員会の分割 

３）HP改訂  

４）公式 SNS開始 

５）トラベルグラント設立 

６）Webinarの定期開催（WOFAPS/IPEG/EUPSA/AAPS, etc） 

７）国際学会誘致・主催 

８）国際名誉会員の推薦 

９）今後の活動予定 

（３）保険診療委員会 

木下担当理事より以下の報告があった。 

  １）令和７年度委員会活動 

２）外保連委員交代 

３）令和８年度診療報酬改定項目について 

４）令和１０年度診療報 

酬改定項目の申請 

５）胆道シンチ核種へパティメージ注の不採算品再算定対応 

６）高額療養費アンケート 

７）外保連生体検査コーディング見直し 

８）令和 8年度診療報酬改定のホームページ内周知 

９）日本外科学会保険診療委員会 供給停止予定品目アンケート調査 

（４）教育委員会 

渡辺担当理事より以下の報告があった。 

１）委員会開催及び審議 

２）卒後教育セミナー 
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３）小児内視鏡外科手術セミナー 

４）学生、若手医師をリクルートするための方策 

５）E-learning 

（５）悪性腫瘍委員会 

平林担当理事より以下の報告があった。 

１）悪性腫瘍委員会開催状況 

２）会員ニーズ把握のためのアンケート企画 

３）旧登録データ（紙媒体中心）の取り扱いとアーカイブ方針 

４）今年度の委員会運営と今後の方針 

５）登録データの研究利用に関する方針 

６）本年度の総括 

（６）学術・先進医療検討委員会 

木下担当理事より以下の報告があった。 

１）教育ビデオ／学会優秀ビデオ集の作成 

２）アンケート調査の審査と調査結果の公開 

３）先進医療及び学術的情報収集および会員への情報提供 

４）学会 HP「小児外科で治療する病気」の改訂 

５）学術集会における「学会企画演題」の企画案作成 

６）新生児外科全国調査と報告 

７）若手小児外科医のための研究助成 

８）委員会活動等による研究成果論文に係る費用負担 

（７）倫理・医療安全管理委員会 

曹担当理事より以下の報告があった。 

１）倫理･医療安全管理委員会での検討事項について 

２）倫理・医療安全管理委員会の委員会規則改訂 

３）日本医療安全調査機構の協力学会説明会への出席について 

４）第 63回日本小児外科学会学術集会における倫理及び医療安全に関するシンポジウ

ムについて 

（８）データベース委員会 

田中担当理事より以下の報告があった。 

１）委員会活動 

２）学会保有のデータの学術利用についての会員周知 

（９）小児救急検討委員会 

平林担当理事より以下の報告があった。 

１）令和７年度委員会開催報告について 

２）令和７年度の委員会活動報告について 

３）膵損傷に関するアンケート結果について 

（１０）トランジション検討委員会 
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加治担当理事より以下の報告があった。 

１）委員構成について 

２）委員会活動報告について 

３）今後の活動予定 

（１１）ワーク・ライフ・バランス検討委員会 

尾藤担当理事より以下の報告があった。 

１）委員会開催および審議 

２）第62回日本小児外科学会学術集会学会企画委員会主催パネルディスカッション 

３）第41回日本小児外科学会秋季シンポジウム・PSJM委員会企画講演会 

４）第63回日本小児外科学会学術集会学会企画委員会主催パネルディスカッション 

５）働き方改革施行後の実態調査アンケート 

（１２）規約委員会 

曹担当理事より以下の報告があった。 

１）委員会開催 

２）活動報告 

（１３）研究倫理委員会 

曹担当理事より以下の報告があった。 

１）研究倫理に関わる情報の周知について 

２）PSIおよび日本小児外科学会雑誌への投稿論文に関する研究倫理審査について 

３）第63回日本小児外科学会学術集会演題応募における倫理的配慮と手続きの審査に

ついて 

４）日本医学会第9回研究倫理教育研修会への参加について 

（１４）NCD連絡委員会 

渡辺担当理事より以下の報告があった。 

１）委員会活動について 

２）メインテナンスWGについて 

３）アニュアルレポートWGついて 

４）Audit WGについて 

５）Q and A WGについて 

６）Risk Calculator アップデートWGについて 

（１５）ガイドライン委員会 

加治担当理事より以下の報告があった。 

 １）委員会活動・審議について 

２）小児外科診療に関連する診療指針・ガイドライン等の審査について 

３）学会ホームページ掲載ガイドライン集の更新について 

４）学会主導ガイドラインについて 

５）診療ガイドライン作成協力について 

（１６）利益相反委員会 
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尾藤担当理事より以下の報告があった。 

１）委員会の開催状況について 

２）役員・委員会委員長・委員の利益相反状況のCOI申告書のデジタル化について 

３）2026年度役員・委員会委員長・委員および学術集会における利益相反状況の確認

について 

４）『学会が保有するデータを用いた臨床調査研究審査に係る利益相反』に関するCOI

の申告書の修正について 

５）第8回日本医学会分科会利益相反会議への参加報告について 

（１７）医薬品・医療機器検討委員会 

渡辺担当理事より以下の報告があった。 

１）「リハビックスーK1号輸液」、「リハビックスーK2号輸液」、「プレアミンーＰ注射

液」について 

２）「セフトリアキソンNa静注用0.5g/1g「サワイ」」供給停止について 

３）「ウルソ顆粒5％」供給停止/薬価削除について 

４）AMED 医薬品等規制調和・評価研究事業「小児医薬品の早期実用化に資するレギュ

ラトリーサイエンス研究」への参加について 

（１９）ロボット支援手術検討委員会 

家入担当理事より以下の報告があった。 

１）ロボット支援手術実施状況について 

２）プロクター審査について 

３）小児外科領域におけるロボット支援手術導入指針の作成について 

４）ロボット支援総胆管拡張症手術の医療技術評価報告書に関して 

５）ロボット支援総胆管拡張症手術のプロクター申請について 

 また、機関誌委員会報告終了後に定められた時刻を経過したため、議長は文書による追

加議事案件提出の締切を宣言した。追加議事案件の提出はなかった。 

 

４．理事長報告 

 家入理事長より以下の報告がなされた。 

（１） 理事会開催日 

（２） 総合調整委員会 

（３） 学術集会および秋季シンポジウムの開催 

（４） 2025年度理事会について 

（５） 各種委員会活動について 

（６） 財務状態について 

（７） 第 62回学術集会の演題応募における倫理的手続きの審査、評価 

（８） 新型コロナウイルス（COVID-19）感染症の学会事業への影響と対応 

（９） 小児外科サマースクールについて 

（１０） 新専門医制度について 
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（１１） 小児外科 U45 ワーキンググループについて 

（１２） 医師の働き方改革 

（１３） 他学会との学術集会でのコラボレーションについて 

（１４） 学会事業としての NCD Auditについて 

（１５） 学会ホームページの更新、整理、修正、および英語版 HPの作成について 

（１６） こども家庭庁との連携について 

（１７） 学術集会・秋季シンポジウムの開催時期に関して 

（１８） 小児外科関連研究会の今後のあり方に関して 

（１９） 関連団体報告事項 

以下、日本小児期外科系関連学会協議会の松藤凡会長から報告がなされた。 

（２０） 日本小児期外科系関連学会協議会および日本小児医療保健協議会（四者協）につ

いて 

評議員より（１７）学術集会・秋季シンポジウムの開催時期に関して、演題登録の登録先

が外科学会なのか小児外科学会なのかについて質問があった。 

これに対し、家入理事長より、演題登録については小児外科学会で進める予定である旨が

回答された。 

 

５．２０２６（令和８）年度事業計画承認の件 

 家入理事長より以下の報告があり、承認された。 

(１) 研究発表会等の開催及び機関誌等の刊行による小児外科学に関する学術研究事業 

（２）ホームページ及び市民公開講座の開催等による小児外科学に関する広報事業 

（３）小児外科学の資格認定に関わる事業 

（４）小児外科学に関する教育制度及び医療制度の調査研究事業 

（５）内外の関係学術団体との連絡及び提携事業 

（６）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

６．専門医制度委員会報告 

専門医制度両委員会委員長より以下の報告があり、承認された。 

（１）施設認定委員会 

 文野委員長より以下の報告があった。 

１）委員会開催状況の報告 

  ２）審査結果の報告 

３）審議事項について 

（２）専門医認定委員会 

松浦委員長より以下の報告があった。 

  １）委員会開催状況の報告 

  ２）審査結果の報告 

  ３）審議事項について 
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（３）合同委員会（施設認定委員会および専門医認定委員会）および専門医制度庶務委員

会報告 

石丸委員長より以下の報告があった。 

１）合同委員会について 

２）拡大合同委員会について 

３）庶務委員会について 

４）教育委員会と合同会議について 

 

７．２０２５（令和７）年度収支決算報告の承認の件について 

山田財務会計委員長より報告があり、令和７年度決算案について説明があった。  

続いて田尻監事より、５月１１日に行われた監査の結果、決算案が適正であったと 

の報告があり、決算案が承認された。  

 

８．２０２６（令和８）年度予算案承認の件  

山田財務会計委員長より、令和８年度予算案について説明があり承認された。 

 

９．役員・専門医制度委員選任の件；次々期会長、次期施設認定委員会委員・専門医認定

委員会委員選任の件 

以下の報告があり、承認された。 

１）次期会長の選任 

小野滋先生が次期会長に就任することが提案され、承認された。 

２）次々期会長の選任 

次々期会長の選出を行うとの宣言があり、定められた期日までに届出のあった立候補者

は、以下の 1 名であったとの報告があった。 

立候補者名：田中秀明（福島県立医科大学附属病院小児外科） 

続いて、宮城久之選挙管理委員長より、事前のオンライン選挙にて行われた信任投票の

結果が報告された。 

議長により、田中秀明先生が次々期会長に就任することが提案され、承認された。 

３）施設認定委員会委員の選任 

 専門医制度規則第３条により施設認定委員会委員の選出を行うとの宣言があった。 次

に、立候補者７名により、事前のオンライン選挙にて４名以内の連記・無記名で投票を行

い、宮城久之選挙管理委員長より結果報告が行われた。 

 木下義晶、藤野明浩、文野誠久、宮野剛 

 以上の上位４名の立候補者が選出される、との宣言があり承認された。 

４）専門医認定委員会委員の選任 

 専門医制度施行細則第３条により専門医認定委員会委員の選出を行うとの宣言があっ

た。 次に、立候補者５名により、事前のオンライン選挙にて４名以内の連記・無記名で

投票を行い、宮城久之選挙管理委員長より結果報告が行われた。 
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 井上幹大、下島直樹、照井慶太、藤代準 

 以上の上位４名の立候補者が選出される、との宣言があり承認された。 

 

１０．次期学術集会開催時期、及び開催地決定の件 

 小野滋次期会長より挨拶があった。また、以下につき報告があり、承認された。 

 第６４回日本小児外科学会学術集会 

 開催時期：２０２７年５月２７日（木）から２９日（土） 

 開催地：国立京都国際会館 

 

１１．その他 

（１）田中秀明次々期会長より挨拶があった。 

（２）家入理事長より、新名誉会員の米田光宏先生、新特別会員の矢内俊裕先生に会員証 

  が贈呈され、挨拶があった。 

 議長より、以上で予定されていた議題の審議がすべて終了した旨の宣言があった。 

  最後に、内田会長より挨拶があり、続いて家入理事長より閉会宣言が行われた。 

  （閉会時刻：１７時３０分） 

 

以上 

 

議    長                     

 

 

議事録署名人                   

 

 

議事録署名人                   

 


